
①

十
六
世
紀 

に
銀
を
精
錬
す
る
灰
吹
法
が
日
本
に
伝
わ

り
、
石
見
銀
山
（
島
根
県
）
の
産
出
量
が
飛
躍
的
に
増
え

始
め
る
と
、
備
後
国
甲
奴
郡
の
小
さ
な
村
に
す
ぎ
な
か
っ

た
上
下
の
運
命
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
標
高
約

四
百
ｍ
の
分
水
嶺
の
地
は
、
石
見
銀
山
の
銀
を
運
ぶ
石
州

街
道
の
中
継
地
点
と
な
っ
た
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）

年
に
幕
府
領
（
天
領
）
と
な
る
と
、
代
官
所
が
お
か
れ
、

政
治
的
中
心
地
と
し
て
周
辺
地
域
に
も
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
上
下
代
官
陣
屋
が
石
見
銀
山
の
算
出

銀
を
元
手
に
、
地
元
の
有
力
商
人
に
金
融
貸
付
業
を
営
ま

せ
、
そ
の
利
潤
に
よ
っ
て
銀
産
出
量
の
低
下
を
補
填
す
る

役
割
を
持
た
せ
る
「
貸
付
融
通
の
制
」
を
と
っ
て
い
た
こ

と
だ
。
こ
れ
が
「
上
下
銀
」
で
あ
る
。
幕
府
公
認
で
あ
る

上
下
銀
は
、
高
利
貸
付
が
行
え
る
上
、「
公
儀
沙
汰
」
を
恐

れ
る
相
手
か
ら
の
取
り
立
て
が
容
易
で
あ
っ
た
。
文
久
三

年
（
一
八
六
三
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
上
下
銀
は
貸
付
金

二
万
両
を
計
上
し
て
い
る
田
辺
長
九
郎
を
筆
頭
に
、
貸
付

総
額
は
三
万
八
四
五
〇
両
に
の
ぼ
り
、
わ
ず
か
六
百
ｍ
の

通
り
に
三
三
軒
の
貸
付
屋
が
ひ
し
め
い
て
い
た
と
い
う
か

ら
驚
く
。
貸
付
先
も
県
内
だ
け
で
も
広
島
藩
や
広
島
城
下

の
寺
院
、
安
芸
郡
二
保
島
向
灘
浦
庄
屋
、
備
後
国
恵
蘇
郡

上
村
庄
屋
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

時
代
が
明
治
に
変
わ
り
、
幕
府
の
後
ろ
盾
を
失
っ
た
後

も
、
上
下
銀
で
財
を
な
し
た
豪
商
た
ち
の
勢
い
は
止
ま
ら

な
い
。
彼
ら
の
大
部
分
は
相
当
規
模
の
地
主
で
あ
り
、
同

時
に
金
穀
貸
付
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
甲
奴
郡
二
大

地
主
の
一
人
で
あ
っ
た
角
倉
博
佐
は
、
明
治
四
十
五
年
に

角
倉
銀
行
を
設
立
、
資
本
金
は
県
内
で
五
本
の
指
に
入
る

規
模
を
誇
っ
た
。
そ
の
後
、
大
正
九
年
に
芸
備
銀
行
の
設

立
に
参
加
、
現
在
の
広
島
銀
行
と
続
く
。
そ
の
角
倉
家
の

蔵
が
、
現
在
の
「
上
下
キ
リ
ス
ト
教
会
」
だ
。
広
島
県
文

化
百
選
建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
上
下
の
シ
ン
ボ
ル

的
建
物
に
な
っ
て
い
る
。

　

羽
振
り
の
よ
い
旦
那
衆
が
集
う
上
下
に
は
多
く
の
人
々

が
一
旗
揚
げ
に
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
明
治
二
十
年

の
記
録
に
よ
る
と
、商
売
人
（
質
屋
や
金
穀
貸
付
業
を
除
く
）

が
一
四
一
人
、
料
理
屋
九
軒
、
飲
食
店
十
八
軒
と
あ
り
、

当
時
の
賑
わ
い
が
う
か
が
え
る
。
芸
備
の
金
融
の
中
心
地

と
し
て
栄
え
た
余
韻
は
、
昭
和
一
〇
年
頃
ま
で
続
く
。
遊

興
に
ふ
け
る
歓
楽
街
と
し
て
賑
わ
い
、
旅
館
や
カ
フ
ェ
ー
、

芸
者
置
屋
、
芸
者
検
番
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
夕
方
と
も

な
れ
ば
、
着
飾
っ
た
芸
者
衆
が
三
味
線
を
担
ぐ
太
鼓
持
ち

を
従
え
、
宴
席
に
急
ぐ
姿
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
戦
時
統

制
に
よ
り
遊
興
を
禁
じ
ら
れ
、
そ
の
姿
は
次
第
に
消
え
て

い
っ
た
。

　

幸
い
に
し
て
戦
火
に
合
わ
ず
、
都
会
の
風
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
上
下
の
町
は
、
上
下

銀
が
も
た
ら
し
た
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
繁
栄
の

面
影
を
色
濃
く
残
し
た
ま
ま
、
人
々
の
営
み
が
今
も
健
在

で
あ
る
。
山
間
地
の
商
店
街
が
軒
並
み
姿
を
消
し
て
い
る

現
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
奇
跡
で
あ
り
、

少
し
歩
く
だ
け
で
そ
の
価
値
に
気
付
く
は
ず
だ
。
そ
し
て

少
し
だ
け
気
位
の
高
い
「
天
領
気
質
」
を
持
ち
、
そ
れ
で

い
て
憎
め
な
い
人
た
ち
が
貴
方
を
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。
美
味
し
い
も
の
と
い
っ
し
ょ
に
。

（
参
考
文
献　

上
下
町
史
・
広
島
県
史
）　

　

昭
和
5
年(

１
９
３
０)

7
月
4
日
の
上
下
警
察
署
の
落

成
式
は
盛
大
な
も
の
だ
っ
た
。
当
時
の
新
聞
に
よ
る
と
、

「
午
前
十
時
よ
り
落
成
式
を
擧
行
し
本
縣
知
事
代
理
ほ
か

官
民
多
數
の
臨
塲
あ
り
て
盛
大
に
終
了
、
そ
れ
よ
り
髙
等

女
學
校
講
堂
に
お
い
て
宴
會
を
開
か
る
、
来
會
者
三
百
除

名
盛
會
で
あ
つ
た
、
こ
の
日
町
内
は
朝
來
各
種
の
催
し
物

多
く
近
來
稀
な
人
出
で
大
い
に
賑
う
た
」
と
あ
る
。

　

日
本
で
は
昭
和
初
期
の
一
時
期
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式

が
流
行
し
た
が
、
こ
の
新
庁
舎
に
も
そ
の
影
響
が
見
て
取

れ
る
。
後
に
「
昭
和
モ
ダ
ー
ン
」
と
称
さ
れ
る
和
洋
折
衷

の
市
民
文
化
が
花
開
い
た
絶
頂
期
に
、
上
下
警
察
署
は
建

て
ら
れ
た
。

　

上
下
の
警
察
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
19
年
に
上
下
警
察

署
に
昇
格
。
明
治
・
大
正
期
の
警
察
署
は
、
金
融
業
で
財

を
な
し
た
豪
商
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
金
胡
の
通
り
沿
い
に
あ

り
、
2
階
建
て
の
屋
根
に
火
の
見
櫓
と
半
鐘
を
備
え
、
時

代
劇
か
ら
抜
け
出
た
よ
う
な
風
貌
は
今
も
健
在
で
あ
る
。

こ
こ
は
警
察
黎
明
期
と
昭
和
初
期
の
警
察
署
庁
舎
が
今
だ

に
現
存
す
る
め
ず
ら
し
い
町
な
の
だ
。

  『
金
持
ち
』
の
多
い
上
下
に
は
、
商
売
人
が
集
ま
り
芸
者

検
番
も
多
く
、
甲
奴
郡
随
一
の
繁
華
街
を
形
成
し
て
い
た
。

上
下
警
察
署
庁
舎
背
面
に
は
留
置
場
が
あ
り
、『
ワ
ー
ワ
ー

と
声
が
す
る
の
で
、
裏
口
か
ら
入
っ
て
誰
が
捕
ま
っ
て
い

る
の
か
覗
き
に
行
っ
た
』
と
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、

の
ど
か
な
話
を
当
時
少
年
だ
っ
た
古
老
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
昭
和
31
年
、
警
察
署
統
廃
合
が
行
わ
れ
、

上
下
警
察
署
は
廃
止
、
府
中
警
察
署
上
下
警
察
官
派
出
所

と
な
り
、
昭
和
44
年
に
国
道
沿
い
の
現
在
地
に
新
築
移
転

し
た
。
残
さ
れ
た
旧
庁
舎
の
土
地
、
庁
舎
は
上
下
町
商
工

会
が
譲
り
受
け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
7
月
に
は
近
代
の
歴
史
的
建
造
物
を
後
世
に

幅
広
く
継
承
し
て
い
く
た
め
に
作
ら
れ
た
『
登
録
有
形
文

化
財
』(

文
化
庁
）
に
登
録
。
当
時
の
ま
ま
と
は
い
か
な

い
も
の
の
、
全
体
的
に
保
存
良
く
、
空
間
的
に
は
お
お
む

ね
旧
状
を
保
っ
て
い
る
こ
の
建
物
を
、
上
下
に
来
た
ら
訪

ね
て
ほ
し
い
。
白
壁
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
昭
和
モ
ダ
ー
ン
も

あ
る
の
だ
か
ら
。

①明治 12 年に建てられ
た旧上下警察署。火の見
櫓が見える。
②③昭和５年の上下警察
署落成式の様子。祭り好
きな土地柄らしく警察官
に扮した仮装あり、歌舞
伎さながら元胡町内会の
「白波五人男」などが催
され、賑やかに繰り広げ
られた。

右から 
タケダフーズ ( 株 )　   武田　勉さん
野津田農園　　　　　野津田吉昭さん
藤岡牧場　　　　　　藤岡順明さん
NPO法人わいわいがやがや   福崎裕夫さん

原食堂　MAP⑥ 御食事処　土田　MAP⑰お食事処ことぶき　MAP③ ひとやすみ　MAP⑯

ひとやすみ
MAP⑯
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洋酒ケーキ洋酒ケーキ

つちのこ饅頭つちのこ饅頭

初めて食べると必ず驚く
口に広がる香りと食感に
　

前原菓子工房

風月堂

そ ば

牛 肉

つ ゆ

ぎゅ～そば定食　950円
上下ぎゅ～そばとちらし寿しセット

1100円
ぎゅ～そばひな寿司セット

1000円
ぎゅ～そば ・ぎゅ～うどん

各750円

　
『素材から加工まで上下産にこだわった
特産品を作りたい』という思いから生まれた
上下ぎゅ～そば。
上下の自然と生産者の情熱が詰まった一杯です。

ユニークな名前からは想像できない
洗練されたモダーンな味

牛肉は丹精込めて育てられた黒毛上下
牛モモ肉を使用。肉本来の旨みが引き立
つよう軽く煮て薄味に仕上げ、上下牛の美味
しさを味わって頂くようにしました。

『オーストリア製石臼製粉機』は石が硬く欠けるこ
とがないため、きめ細かいそば粉が出来る。タケ
ダフーズ ( 株 ) の技術によりコシのある、湯で伸び
しにくいそばに仕上がった。

風月堂自慢の白あん。北海道
産の最高級白小豆を炊いて一
日寝かせ、味がしまった物を
使う。

２日ががりで仕込むパイ生地
はバターをたっぷり練り込ん
だ手作り。サクサクの食感に
ほんのり塩味。

国産の大粒の栗の甘露煮がま
るごと一個入った贅沢さ。栗
の歯応えと白あんの控えめな
甘さがよく合う。

ラムとブランデーのシロップ
に一つずつ手で浸ける。気候
で変わる焼きあがりに合わせ
て、浸み方を瞬時に調整する
職人技。

『すべて手造り』がポリシー。
「最高の食材で安心・安全を心
がけています」とオーナーの
前原浩一さん。

焼きあがったカステラは一晩
熟成させる。シロップに浸し
ても溶ろけず、しかもやわら
かい食感を生み出すのが難し
い。

生地を流し込む「型入れ」に
最も気を使うのだそう。口当
たりのよいカステラになるの
もならないもこの作業次第。

風月堂代表政延弘子さん (中央）
「菓子職人だった亡き夫が試行
錯誤を重ねて作りました」
その味を母と娘が守り続けてい
る。

上下町階見地区の
大自然の中で約
300 頭の牛を飼っ
ている藤岡牧場。

冷涼な気候が適しているそば栽培
に上下はぴったり。米・大豆・野
菜など 16 町も作っている耕種農
家の野津田農園のそば畑。

標高 400ｍの好立地で作られた良質な上下産そば。
その年に採れたものを皮ごと挽いて風味豊かに仕上げました。全粒粉
そば粉と小麦粉が半分ずつの５割そばで、柔らかい口当たりが特長です。

「
上
下
ぎ
ゅ
〜
そ
ば
」
は

店
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。

食
べ
歩
き
も
、
ま
た
楽
し
。

け
ふ
の
デ
ザ
ー
ト
に

上
下
ス
イ
ー
ツ
は

い
か
が
で
せ
う
。

上下ぎゅ～そば

「地元野菜を使った季節の小鉢
と地元産お米、フルーツが付い
たセットです」

「上下牛の美味しさを味わって
頂きたいので、あえてシンプル
な盛り付けにしました」

「かわいらしいひな寿司と地元
野菜たっぷりの手作り小鉢が
大好評です」

「ぎゅ～そば、ぎゅ～うどんをは
じめ自然薯そば、上下ラーメン
など麺類が充実しています」

上下画廊　MAP⑨お食事処ことぶき
MAP③

上下スイーツの盛り合わせ
（アイス ・飲物付） 750円

つちのこ饅頭とお茶　500円
洋酒ケーキ (フルーツ添え） 300円
つちのこ饅頭 (フルーツ添え） 300円

コーヒー ・紅茶セットは 550円

洋酒ケーキと
つちのこ饅頭
の両方が味わ
えるよくばり
プレート。

コーヒー、紅茶も
セット出来る。
ボサノバなどが流
れ、ランプの明か
りがここちよい。

店内は懐かしい
雰囲気が漂う
和空間。

　平成元年 (1989）に『つちのこブーム』に沸い
た旧上下町から依頼されて作り始めたのがきっか
け。　二十余年が経った今、『つちのこ』は幻のま
まだが、『幻のヘビ』ということで、巳年に当た
る今年、縁起物として全国紙に掲載され、現在大
ブレーク中なのだとか。
　うろこに見立てたパイ皮の中に、ドカンと大き
な栗が一粒。それを引き立てるまろやかな白あん
の絶妙なハーモニー。発売以来、数ある饅頭の中
で常に一番人気をキープしている。

　洋酒の香りがするケーキは多々あるが、「洋
酒ケーキ」の魅力は何といっても国産最高級
ラム酒の豊かな香りと、ふんわりしっとりし
た食感だろう。カステラの甘味と洋酒シロッ
プが合わさると独特の奥深い風味が生まれ、
一度食べると忘れられない。
　味に納得した客がリピーターになり、さら
に口コミで広がって県内外に熱烈なファンが
多い。50 年以上の歴史を持つ上下の代表的
銘菓だ。

上下町商工会旧館
（旧上下警察署庁舎）

かつお節 ( 本枯れ節）とさば
節をたっぷり使い、本醸造
しょうゆにみりんを加え、風
味豊かで味わい深いつゆに仕
上げました。

昭
和
�
�
�
�
�

上
下
�
語
�

上
下
警
察
署
物
語

① ②

③

―　登録有形文化財　―


